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図２ EGFP発現株のスクリーニング

赤：測定時の菌体量
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（応用例）
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バイオ

① 糸状菌の生細胞を低毒性の蛍光色素により染色し生きたままで簡便迅速に菌体量を定量できる。

② マイクログラム程度の微量菌体を測定することができる。

③ 生きたままの測定のため、菌体量を定量した後に様々なアッセイに細胞を用いることができる

④ 生きたままの測定のため、その後の実験データに対し菌体量当りの標準化を行うことができる

⑤ 糸状菌は、酵母や細菌と違って、濁度や細胞数を計測する方法で菌体量を測定することは困難である。

⑥ 従来の菌体量定量法は時間と手間がかかる。：例 細胞壁多糖分解物の呈色反応による定量法。

新規の野生糸状菌や企業が保有する有用菌株のスクリーニングに応用可能で
ある。
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